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年度 教授 井任教授客員教授助教授開糊 助手 除務職員技術職員同職員その他職員 合計
昭和38 15 9 16 46 16 14 21 26 163 
昭和39 16 8 15 48 10 22 22 24 165 
昭和40 16 8 16 47 10 22 23 23 165 
昭和41 18 7 14 49 10 20 23 22 163 
昭和42 18 6 14 48 10 20 27 22 165 
昭和43 20 5 16 47 14 17 27 18 164 
昭和44 19 4 17 49 15 15 29 25 173 
昭和45 19 3 16 49 18 13 29 24 171 
昭和46 20 15 49 18 10 29 24 166 
昭和47 18 19 40 19 14 26 24 161 
昭和48 19 16 39 19 12 28 24 158 
昭和49 19 l 19 38 20 11 29 21 158 
昭和50 19 19 42 21 10 27 19 158 
昭和51 22 16 42 23 10 27 17 157 
昭和52 21 19 43 23 8 29 17 160 
昭和53 22 18 44 22 9 28 17 160 
昭和54 21 18 43 22 11 27 14 156 
昭和55 19 19 44 24 10 27 15 158 
昭和56 18 17 42 23 8 25 15 148 
昭和57 18 18 42 24 9 25 14 150 
昭和58 21 1 19 1 42 24 9 24 12 153 
昭和59 21 2 19 2 41 22 10 24 12 153 
昭和60 20 2 22 2 43 19 9 22 11 150 
昭和61 20 2 23 2 42 20 10 23 10 152 
昭和62 22 3 23 2 39 20 10 22 9 150 
昭和63 22 3 21 2 37 19 9 22 9 144 
平成元 26 3 21 2 32 19 10 22 9 144 
平成2 25 3 21 2 36 20 10 22 9 148 
平成3 24 3 23 2 37 19 10 22 9 149 
平成4 22 3 24 2 41 15 10 22 9 148 
平成5 24 3 24 3 42 12 10 22 9 149 
平成6 27 3 21 3 44 13 10 22 9 152 
注 大正15-昭和37年については、『京都大学七十年史』を参照のこと。






































































































































理学研究科 工学研究科 農学研究科 薬学研究科 合計
年度
修士 博士 修士 博士 修士 博士 修士 博士 修士 博士
昭和38 8 2 19 3 3 30 5 
昭和39 18 I 1 8 4 2 1 35 10 
昭和40 1 9 18 6 3 1 3 1 35 17 
昭和41 1 15 17 9 5 2 4 2 37 28 
昭和42 15 13 15 1 4 5 2 4 36 33 
昭和43 16 8 13 1 5 6 3 5 37 30 
昭和44 17 9 17 8 5 7 3 5 42 29 
昭和45 1 13 20 7 4 8 3 4 38 32 
昭和46 4 16 20 9 3 7 3 3 30 35 
昭和47 1 13 20 6 7 5 2 3 40 27 
昭和48 12 1 19 7 6 5 3 3 40 26 
昭和49 14 8 14 9 4 4 3 2 35 23 
昭和50 15 9 21 9 4 6 2 3 42 27 
昭和51 17 12 21 12 7 5 l 4 46 33 
昭和52 17 16 18 15 7 6 4 3 46 40 
昭和53 13 16 23 13 5 5 5 5 46 39 
昭和54 14 17 24 15 5 3 3 4 46 39 
昭和55 15 14 20 15 6 4 2 5 43 38 
昭和56 22 10 14 16 7 5 3 4 46 35 
昭和57 23 13 16 1 8 6 4 4 51 34 
昭和58 18 12 22 9 7 5 4 5 51 31 
昭和59 20 12 19 9 3 6 6 3 48 30 
昭和60 25 18 20 1 6 7 9 4 60 40 
昭和61 28 14 19 15 12 7 6 8 65 44 
昭和62 24 21 17 1 1 8 6 7 58 47 
昭和63 25 22 21 7 8 9 10 5 64 43 
平成元 31 21 22 4 10 9 7 6 70 40 
平成2 32 14 20 5 10 1 8 7 70 37 
平成3 31 25 23 9 8 10 13 9 75 53 
平成4 32 18 26 10 13 10 10 12 81 50 
平成5 33 32 28 15 10 10 13 16 84 73 






































































区分 人件費 物件費 科学研究費 奨学寄付金 l日入 言十
昭和29年度 39，178 24，208 15，480 78，866 
昭和30年度 40，481 33，520 19，480 93，481 
昭和31年度 40，461 43，860 10，780 95，101 
昭和32年度 47.038 37，767 370 85，175 
昭和33年度 49，908 48，421 13，970 112，299 
昭和34年度 59，395 56，363 7，210 122，968 
昭和35年度 60，948 56，996 3，180 121，124 
昭和36年度 81，670 57，551 2，070 141，291 
昭和37年度 84，928 77，924 3，240 166，092 
昭和38年度 96，943 126，881 16，820 240，644 
昭和39年度 108，016 106，244 5，600 219，860 
昭和40年度 126，447 116，913 10，314 570 254，244 
昭和41年度 136，801 125，445 3，380 380 266，006 
昭和42年度 146，722 149，909 3，670 1，320 301，621 
昭和43年度 183，187 201，059 32，140 12，097 428，483 
昭和44年度 213，127 213，969 33，865 8，650 469，611 
昭和45年度 239，212 275，012 11，280 7，313 532，817 
昭和46年度 308，231 224，210 17，490 5，420 555，351 
昭和47年度 311 ，424 231，381 22，535 6，641 571，981 
昭和48年度 356，419 234，541 51，762 5，200 647，922 
昭和49年度 489，353 267，769 44，600 8，398 810，120 
昭和50年度 564，199 425，212 43，370 7，890 1，040，671 
昭和51年度 627，264 415，908 60，060 7，844 1，111，076 
昭和52年度 755，528 458，432 42，350 7，381 1，263，691 
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昭和53年度 734，965 450，959 73，680 12，893 1，272，497 
昭和54年度 783，531 532，728 85，890 12，274 1，414，423 
昭和55年度 887，069 705，481 64.459 18，567 1，675，576 
昭和56年度 760，610 702，090 98，370 20，523 1，581，593 
昭和57年度 790，948 635，255 163，800 28，001 1，618，004 
昭和58年度 828，424 634，643 158，300 37，894 1，659，261 
昭和59年度 862，078 887，806 140，500 44，872 1，935，256 
昭和60年度 881，791 764，625 94，800 51，030 1，792，246 
昭和61年度 1，014，707 753，064 101，400 73，458 1，942，629 
昭和62年度 985，842 1，065，716 100，400 96，463 2，248，421 
昭和63年度 974，568 1，003，326 156，350 84，692 2，218，936 
平成元年度 1，120，379 668，491 221，350 98，565 2，108，785 
平成2年度 1，131，246 738，418 225，900 91，396 2，186，960 
平成3年度 1，218，843 786，151 351，600 113，741 2，470，335 
平成4年度 1，315，386 1，263，874 360，800 80，748 3，020，808 
































































建物番号 名 称 構造 棟 数 延べ面積 竣工時期
1 研究所本館 鉄骨造 5階建1棟 12.969m' 昭和42年12月14日
昭和54年 2月10日
昭和59年 6月15日
2 窯業化学実験工場 煉瓦造 平屋建2棟 323m' 明治28年(借用:
大蔵省所管建物)
3 合成繊維中間試験場 鉄筋造 平屋建1棟 420m' 昭和13年(借用:
大蔵省所管建物)
4 高圧化学実験工場 鉄筋造 平屋建1棟 421m' 昭和14年(借用:
大蔵省所管建物)
5 中央実験工作場 鉄筋造 平屋建1棟 231m' 昭和15年(昭和43
年大蔵省より所管
換え)
6 超高圧電子顕微鏡室 鉄筋造 2階建1棟 586m' 昭和40年 3月10日
極低温超分解能電子 昭和48年3月26日
顕微銭室
7 高分子分離学中間試 鉄骨造 平屋建1棟 479m' 昭和43年3月30日
験工場 昭和50年11月10日
高分子構造実験工場
8 極低温物性化学実験 鉄筋造 平屋建 l棟 760m' 昭和46年 3月31日
室
9 核酸情報解析施設 鉄筋造 2階建1棟 1.207m' 昭和55年 3月22日
昭和58年 3月7日
10 材料調整解析棟 鉄骨造 平屋建1棟 540m' 昭和60年 7月22日
11 原子核科学研究施設 鉄筋造 2階建1棟 2.668m官 昭和63年9月20日
12 超品分解能電子顕微 鉄筋造 4階建1棟 913m' 平成元年2月20日
鏡棟




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































成と DNA結合が金属に依存していること、 10塩基からなる GCbox配列の
塩基認識において25個のG塩基が特に重要で、あること、 3個のフィンガー
ドメインの塩基認識能は等価で・はないこと等を先駆けて明らかにすることが


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































圧で1-2 m皿、実験室内の空気圧は前室よりさらに 1-2 mm低くなるように
定風量装置により調節している、つまり実験室内を陰圧に保つことにより封
じ込めを行っている。昭和田(1980)年度には文部省学術審議会に組換え
DNA研究推進組織が設置された。当施設はその構成機関として、上記実験
施設を学内をはじめ他大学の研究者の利用に供してきた。
当施設は発足当時より研究課題としてDNA塩基配列の決定とその情報解
析、組換えDNAの基礎技術の開発研究を行ってきた。その主な研究成果
は、①新しい制限酵素HapI、HgaI、HinH 1の発見、その後も多数の酵
素を分離、②新しく分離した制限酵素を用いてパクテリオファージfdDNA 
からプロモーターを切り出し、その塩基配列を決定、③パクテリオファージ
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fdの全塩基配列(6408塩基対)をハイデルベルク大学のシャラーのグループと
共同で決定、④強発癌性アデノウイルス12型の発癌遺伝子の塩基配列の決
定、⑤トリ肉腫ウイルスおよび正常細胞に含まれる発癌遺伝子v-srcとc-
srcの構造を明らかにし、発癌に関与する領域の決定、などがあげられる。
現在の研究課題としては、①形質発現に関与する各種細胞成分の生化学
的、物理化学的研究をとおして、真核生物の遺伝情報の発現およびその調節
の分子機構の解析、②長距離DNA塩基配列決定技術の開発などを行ってい
る。当施設ではまた、組換え DNA研究に必要な基礎技術の開発研究を行う
とともに研究技術の研鎖と普及を目的として毎年重要課題について研究会、
講習会を実施している。これまでに開催した主な研究会、講習会の課題は次
のとおりである。なお講習会には海外からの講師、参加者を加えたものも含
まれている。
核酸の l次構造解析法(研究会、昭和田<1980>年12月15-16日)、 Maxam-
Gilbert法を用いたDNA塩基配列決定法(講習会、昭和55<1980>年12月16-22
日)、転写と翻訳領域の解析法(研究会、昭和57<1982>年2月25-28日)、コンビ
ューターによる遺伝子構造解析法(講習会、昭和58<1983>年1月20-22日、昭和
59<1984>年1月22-25日)、遺伝子クローニングと且主主旦 mutagenesis(講習
会、昭和田<1983>年4月17-24日)、 Dideoxy法を用いたDNA塩基配列決定
法(講習会、昭和59<1984>年1月18-21日、昭和59<1984>年4月25-28日)、組換
えDNA実験技術の進歩(研究会、昭和60<1985>年2月22-23日)、ネマトーダ
を用いた発生過程の遺伝子解析法(講習会、昭和60<1985>年7月8-13日)、染
色体の構造解析法(研究会、昭和61<1986>年2月7-8日)、巨大DNA分子の
分離(講習会、昭和62<1987>年9月3-5日)、形質転換植物の作成法一一遺伝
子導入法を中心に(研究会、平成元<1989>年1月25-26日)、 PCR法による遺伝
子の増幅と構造解析(研究会、平成 2<1990>年l月29-30日)、植物の分子生物
学一一主にシロイヌナズナを用いて(研究会、平成 3<1991>年 1月29-30日)、
Gene target法による真核細胞遺伝子の機能解析(研究会、平成 4<1992>年2
月28-29日)、植物のシグナル伝達と遺伝子解析(研究会、平成 5<1993>年1月
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21-22日)、転写の分子機構と RNAの機能(研究会、平成 5<1993>年12月1-
2日)。
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